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有限会社河島農具製作所・加藤健二

1

項 目 内 容

１ 現在生産している農業機械（乗用型のもの） 歩行型農用運搬車、乗用型農用運搬車（小型
特殊自動車）、芝生清掃車等

２ 現在生産している乗用型の農業機械の国内
向け出荷台数（機械ごと、概数）

上記型式の合計で300台ほど

３ 農業機械使用者等の安全を確保のための
措置の状況（車両系林業機械等との比較も含
む。）

安全装備検査基準を遵守
(上記基準に記載がある作業者の身を守る
TOPS(横転倒時保護構造)とシートベルトが農用
小型特殊自動車には標準装備、農用運搬車に
はオプションとして設定されている)
リスクアセスメント、FMEAの実施

４ 「機械の包括的な安全基準に関する指針」
の取組状況（本質安全化、ユーザーへの情報
提供、教育研修等含む）

安全に作業するための注意項目を記載した取
扱説明書及び安全読本(安全のしおり)を機体に
付けて出荷し、ユーザーへ注意喚起を行ってい
る
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有限会社河島農具製作所・加藤健二

2

項 目 内 容

５ 農業機械での事故発生の原因と、事故防止
のための取組（構造上の課題や対応の見込み、
高齢者対策等等）

量産前の取組としては過去の苦情を参考に試
作機を製作し、開催される現物検討会で指摘さ
れた問題点を改善して事前に対策する

納品の際はユーザーに機体の操作説明を行い、
その後に納品説明確認カードにサインを貰うこ
とで事故の未然防止を図る啓発活動を行ってい
る

量産後は品質管理等からの苦情、事故情報を
確認し、原因を特定して是正処置を行い、その
機体で同じ事故が起きないように設計変更等で
対応する

６ 主たる用途以外の使用の実態 農用運搬車：土木、工事関係での使用

農用小型特殊自動車：生活の足として主に公道
での活用

両者とも本来の用途である農作業とは異なる実
態あり

-3-



有限会社河島農具製作所・加藤健二

3

項 目 内 容

７ 農業機械の安全対策について、メーカーとし
て考えている課題（例えば、農業機械使用者に
対し、作業の安全のために実施して欲しい事
項など）

3～5を実施しても事故情報があり大半は危険な
使用によるものであるため、安全に使用するた
めに必要項目が記載されている取扱説明書を
よく確認して欲しい

特に変速抜けによる事故が目立つが、坂道の
途中で変速を試みて変速がニュートラルなった
隙に機体の重みで機体が下って接近、接触す
る危険性があり、取扱説明書に「坂道での変速
禁止」と明記しているためメーカーとして遵守し
て欲しい

または、取扱説明書が紛失した際は販売店等
で入手して欲しい
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有限会社河島農具製作所・製造する主な機械(項目1参照)

4

歩行型農用運搬車

乗用型農用運搬車
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1

お使いになる前に、取扱説明書を必ずお読みください。

このたびは、カワシマ圃場内運搬機 をお買上げいただきありがとうござい

ました。

この取扱説明書は、本機の取り扱い方法と、使用上の注意事項について記載してい

ます。

本製品をご使用いただく前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、内容を理解

して正しくお使いください。

また、お読みになった後も、この取扱説明書を製品に近接して、いつもお手元に置

いて、必要に応じて活用してください。

はじめにはじめに

●この取扱説明書の内容が理解できるまで、本製品をご使用にならないでく

ださい。

●本製品を貸したり、譲渡するときは、この取扱説明書を本製品に添付して

お渡しください。

●この取扱説明書および安全銘板を、紛失または損傷された場合は、速やか

にお買上げいただいたＪＡにご注文ください。

●この取扱説明書には、安全に作業していただくために、「安全に作業をする「安全に作業をする

ために必ずお守りください」ために必ずお守りください」を記載しています。ご使用前に必ずお読みく

ださい。

●ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買上げいただいたＪ

Ａへご相談ください。

お願い

●本製品は改良のため、使用部品などを変更することがあります。その際には、

本書の内容および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合

がありますので、あらかじめご了承ください。

●本書の内容は、作成にあたり万全を期しておりますが、万一の誤りや記載

もれなどが発見されてもただちに修正できないことがあります。

おことわり
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2

本製品の使用
目的について

本製品は、圃場内運搬機ですので、農用の運搬機としてご使用ください。使用目
的以外の作業や改造などは、決してしないでください。
使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりませんのでご注意く
ださい。(保証適用除外事項は、保証書をご覧ください。)

仕様について 本製品には下記の仕様があり、取扱説明書の内容で仕様によっては該当しない項
目もあります。

ＥＣ１３０Ｈ－Ｘ ･･･････････････

ＥＣ１３０Ｄ－Ｘ ･･･････････････

ＥＣ１３０ＬＤ－Ｘ ･････････････

ＥＣ１５０Ｈ－Ｘ ･･･････････････

ＥＣ１５０Ｄ－Ｘ ･･･････････････

ＥＣ１５０ＬＤ－Ｘ ･････････････

ＥＣ１３０Ｈ－ＬＢＸ ･･･････････

ＥＣ１３０Ｄ－ＬＢＸ ･･･････････

ＥＣ１３０ＬＤ－ＬＢＸ ･････････

ＥＣ１５０Ｈ－ＬＢＸ ･･･････････

ＥＣ１５０Ｄ－ＬＢＸ ･･･････････

ＥＣ１５０ＬＤ－ＬＢＸ ･････････

手動式ダンプ荷台・リコイルスタータ

油圧式ダンプ荷台・リコイルスタータ

油圧式リフト or ダンプ荷台・リコイルスタータ

手動式ダンプ荷台・リコイルスタータ

油圧式ダンプ荷台・リコイルスタータ

油圧式リフト or ダンプ荷台・リコイルスタータ

手動式ダンプ荷台・セルモータ

油圧式ダンプ荷台・セルモータ

油圧式リフト or ダンプ荷台・セルモータ

手動式ダンプ荷台・セルモータ

油圧式ダンプ荷台・セルモータ

油圧式リフト or ダンプ荷台・セルモータ

説明記号の見方
その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負うことに
なるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、死亡又は重傷を負う危険性
があるものを示します。

その警告文に従わなかった場合、けがを負うおそれのあるも
のを示します。

誤りやすい操作に対する注意を示します。守らないと、機械
の破損や、故障の原因になります。

［重要］
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3

安全に作業をするために
必ずお守りください１章

保証とサービスについて２章

各部のなまえと
各操作部のはたらき３章

運転と作業のしかた４章

作業後の手入れについて５章

手入れと点検・
調整について６章

不調診断７章

用語解説８章

その他９章

●仕様、および主要消耗部品について説明しています。

●本文中に、出てくる用語について説明しています。

●正常に作動しないときの点検・処置のしかたを説明しています。
修理に出す前に確認してください。

●長期間故障がなく、本機を安全に使用するための点検・整備の
　しかたを説明しています。

●機械を最良の状態にしておくために、毎作業後および長期間使
　用しないときの、手入れのしかたを説明しています。

●エンジンの始動から走行のしかた、および運搬台の使用のしか
たを説明しています。

●本文中、よく使う部品の名称の紹介と、よく使う操作レバー、
　および部品の位置とはたらきについて説明しています。

●保証とアフターサービスについて説明しています。

●安全に関する重要な内容を、代表的な作業項目について説明し
　ています。個別の作業については、各項目をみてください。
　また、各安全銘板の内容と貼付け位置を示しています。

本文の概要本文の概要

●電気回路図を載せています。

電気回路図1010章
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4

本文の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３本文の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

保証とサービスについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６保証とサービスについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６２章２章

保証書は大切に保管してください‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６
アフターサービスをお受けになるときは‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６
機械の廃棄について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２６

各部のなまえと各操作部のはたらき　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７各部のなまえと各操作部のはたらき　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７３章３章

１．運転前の点検‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３９
２．燃料の点検・給油のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３１
３．エンジンの始動・停止のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３１
４．発進・旋回・変速・停止のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３５
５．運搬のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４０
６．坂道での運転のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４７
７．圃場への出入りのしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４７
８．トラックへの積込み・積降しのしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４８

運転と作業のしかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９運転と作業のしかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９４章４章

お願い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１

おことわり‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１

説明記号の見方（危険・警告・注意・重要）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

本製品の使用目的について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

仕様について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２

はじめにはじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

安全に作業をするために必ずお守りください　　　　　　　　　　　　　　　６安全に作業をするために必ずお守りください　　　　　　　　　　　　　　　６

１．作業者の体調・服装について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
２．使用する機械について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７
３．運転前・作業前点検をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８
４．作業をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４
５．トラックへの積込み・積降しをするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２０
６．格納をするとき‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２３
７．安全銘板の貼付け位置‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２４

１章１章

目　次目　次
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5

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８９章９章

１．主要諸元‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６８
２．主要消耗部品‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７２

用語解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７用語解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６７８章８章

不調診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５不調診断　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６５７章７章

１．エンジンがかからない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６５
２．エンジンの力がない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６６
３．各部に振動が多い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６６

１．定期点検一覧表‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５３
２．各部の注油のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５４
３．各部オイルの点検・交換のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５５
４．エアクリーナの掃除・交換のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５７
５．燃料こし器の掃除のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５７
６．キャブレタの点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５８
７．燃料ホース・電気配線の点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５８
８．点火プラグの点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５９
９．バッテリパックの交換のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５９
10．クローラの張り調整のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６１
11．サイドクラッチレバーの点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６２
12．ブレーキの点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６２
13．走行クラッチレバーの点検のしかた‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６３
14．オプションについて‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６３
15．締付けをするところ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６４

手入れと点検・調整について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２手入れと点検・調整について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２６章６章
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■作業に適した服装
はち巻き・首巻き・腰タオルは禁止です。
ヘルメット・滑り止めの付いた靴を着用し、
作業に適した、防護具などを付け、だぶつ
きのない服装をしてください。

【守らないと】
機械に巻込まれたり、滑って転倒するおそ
れがあります。

１.作業者の体調・服装について１.作業者の体調・服装について

■こんなときは運転しない
●過労・病気・薬物の影響、その他の理由に 
　より作業に集中できないとき。
●睡眠不足の人。
●視力不足のため表示内容が読めない人。
●取扱説明書の内容が理解できない人。
●酒を飲んだとき。
●妊娠しているとき。
●１８歳未満の人。
●運転が未熟な人。

【守らないと】
思わぬ事故の原因になります。

安全に作業をするために必ずお守りください安全に作業をするために必ずお守りください１章

●本機は圃場内の作業を目的としており、小型特殊自動車の型式認定を受けていませ

ん。法令により公道走行は禁止されていますのでしないでください。

●ここに記載されている注意項目は、安全に関する重要な内容です。必ず守ってくだ

さい。

●ここに記載されている注意項目を守らないと死亡を含む傷害事故や機械の破損が生

じるおそれがあります。

※ご購入された製品によっては該当しない内容も一部記載していますのでご了承くだ

さい。
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２. 使用する機械について２.使用する機械について

■点検、整備をおこなう
使用前と使用後には必ず機械の点検、整備をして
ください。特に、走行クラッチレバー・サイドクラッ
チレバー・主変速レバーなどの操縦装置は、確実
に作動するように点検、整備をしてください。

【守らないと】
整備不良による事故や機械の故障を生じるおそれ
があります。

■機械を他人に貸すときは
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」「取扱説明書」を
必ず読むように指導してください。

【守らないと】
説明不足により、機械の故障、事故・けがをまねく
おそれがあります。

■定期点検、整備を受ける
１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守をし
てください。特に燃料ホースは２年毎に交換し、

電気配線は毎年点検してください。

【守らないと】
整備不良による事故や機械の故障をまねくおそれ
があります。

■安全銘板が破損しているときは、新し

いものと交換する
本機には、操作安全銘板が貼り付けてあります。内容
を十分に理解して、その内容に従ってください。
操作銘板が汚れで読めなくなった場合は、きれいにふ
き取り、読めるようにしてください。またはがれて紛
失した場合などは、ＪＡに注文し、新しい銘板を貼り

付けてください。

【守らないと】
誤った操作により、事故をひきおこす原因になります。

安全に作業をするために必ずお守りください
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■燃料補給時は火気厳禁
燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、絶対に
しないでください。

【守らないと】
燃料などに引火し、火災をおこすおそれがあります。

■注油・給油はエンジンが冷えてから
エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油・
給油をしないでください。

【守らないと】
燃料などに引火して、火災をおこすおそれがあります。

３.運転前・作業前点検をするとき３.運転前・作業前点検をするとき

■荷台下での点検、整備時は荷台落下防止

金具を使用

【守らないと】
何らかの原因で荷台が落下したときに傷害事故をおこし
ます。

■指定の燃料を使用
取扱説明書で指定している燃料を使用してくださ
い。また、ガソリンはポリタンクで保管しないでく
ださい。必ず鋼製燃料タンクで保管したガソリンを
使用してください。

【守らないと】
性能が落ちたり火災事故をおこすおそれがありま
す。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■燃料キャップをしめ、こぼれた燃料は

ふき取る
燃料補給後は、燃料キャップを確実にしめ、こぼれ
た燃料はきれいにふき取ってください。

【守らないと】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

■燃料もれに注意
燃料ホースが破損していると、燃料もれをおこし
ますので必ず点検してください。

【守らないと】
火災事故を引きおこすおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください

■バッテリパックの改造禁止
(セルモータ仕様）
バッテリパックを分解したり、改造したり、工具
などでショートやスパークをさせたり、強い衝撃
を与えないでください。また、火中に投下したり、
火気に近づけたりしないでください。

【守らないと】
故障の原因となったり、発熱、発火、破裂、火災
などの原因となります。

■バッテリパックの取扱注意
(セルモータ仕様）
バッテリパックは、エンジン始動用です。充電は、
エンジンを始動して充電してください。指定以外
の用途に使用しないでください。

【守らないと】
発熱、発火、破裂の原因となります。
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1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

■点検、整備は平坦な安定した場所で
交通の危険がなく、機械が倒れたり動いたりしな
い平坦な安定した場所で、クローラには車止めを
して点検、整備をしてください。

【守らないと】
機械が転倒するなど、思わぬ事故をまねくおそれ
があります。

■機械の改造禁止
純正部品以外の部品を取付けないでください。
改造をしないでください。

【守らないと】
機械の故障、事故・けがをまねくおそれがあり
ます。

■バッテリパックの漏れた液は
身体に付けない (セルモータ仕様）
バッテリパックから漏れた液を身体や服に付けないでく
ださい。炎症を防ぐためにこすったりせず、すぐにきれ
いな水で洗い流し、医師に相談してください。また、乳
幼児の手の届く場所に保管しないでください。

【守らないと】
火傷をしたり、服が破れたり、思わぬ事故やけがの原因
になります。

■バッテリパックを水に濡らさない
(セルモータ仕様）
バッテリパックを水などの液体で濡らさないでく
ださい。バッテリパックの端子部分にピンや針金
などの金属物をさしこまないでください。

【守らないと】
感電やショートによる火災の原因になります。
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■クローラは必ず点検
クローラの張りを調整してください。クローラに亀
裂がないか確認してください。

【守らないと】
クローラが外れたり、切れたりして思わぬ事故をま
ねくおそれがあります。

■トラックローラ取付ボルトの締付け

確認
トラックローラの取付けボルトは、確実に締付け
てあるかを確認してください。

【守らないと】
クローラが外れたりして思わぬ事故をまねくおそ
れがあります。

■電気部品・コードを必ず確認
配線コードが他の部品に接触していないか、被
覆のはがれや接続部のゆるみがないかを毎日作
業前に点検してください。

【守らないと】
ショートして火災事故をおこすおそれがありま
す。

■排気ガスには十分に注意
閉切った屋内などではエンジンを始動しないでく
ださい。エンジンは、風通しのよい屋外で始動して
ください。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分
に換気をしてください。

【守らないと】
排気ガスによる中毒をおこし、死亡事故にいたるお
それがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■点検、整備中はエンジン停止
点検、整備、修理または、掃除をするときは、
必ずエンジンを停止してください。

【守らないと】
機械の下敷きや巻込まれてけがをするおそれが
あります。

■点検、整備は高温部が十分冷えてから
マフラーやエンジンなどの高温部分が十分に冷えてから
点検、整備をしてください。

【守らないと】
燃料などに引火して、火災をおこしたり、火傷をするお
それがあります。

■ブレーキ・サイドクラッチレバー・

補助停止レバーは必ず点検を行う
ブレーキの効きが悪かったり、補助停止レバーの
作動不良がないか、サイドクラッチレバーの取付
部にガタや遊びがないか、点検してください。

【守らないと】
事故を引きおこすおそれがあります。

■マフラー・エンジン回りのゴミは

取除く
マフラーやエンジン周辺部にわらくず・ゴミ・
燃料などが付着していないか、またマフラーに
亀裂や腐食などの異常がないか毎日作業前に点
検してください。　

【守らないと】
火災事故やオーバーヒートを引きおこすことが
あります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■部品を交換したり、巻付いた草などを

取除くときはエンジン停止

【守らないと】
機械に巻込まれて重傷を負うおそれがあります。

■高圧オイルに注意

　(油圧式ダンプ、

油圧式リフト or ダンプ荷台仕様）
油圧ホースにゆるみや損傷がないか常に確認し、点
検や修理などで、継手やホースを外す前には、油圧
回路内の圧力をなくしてください。

【守らないと】
高圧オイルは、皮膚をつきやぶることがあり、傷害
事故をおこすおそれがあります。

■カバー類は、必ず取付ける
点検、整備などで取外したカバー類は、必ず取付け
てください。

【守らないと】
機械に巻込まれたりして、傷害事故を引きおこすお
それがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■荷台の下は、立入厳禁
荷台の下にもぐったり、足を踏入れたりしないでください。

【守らないと】
何らかの原因で荷台が下がったときに、傷害事故をおこし
ます。

■移動時は路肩に注意
坂道・路肩・障害物乗越え・溝のある場所・軟弱地な
どでは、十分注意してスピードを落として走行してく
ださい。

【守らないと】
転倒・転落などの事故によりけがをするおそれがあり
ます。

■後進するときは低速で
後進で移動するときは低速で行い、転倒しないよう
に足元に十分注意し、後方に障害物がないか確認し
て障害物と機械との間にはさまれないようにしてく
ださい。

【守らないと】
思わぬ傷害事故をまねくおそれがあります。

４.作業をするとき４.作業をするとき

■夜間作業禁止
本機を使用しての夜間作業や、暗闇での点検はしな
いでください。

【守らないと】
本機に巻込まれたり、視界がきかずバランスを崩し、
転倒・転落などの事故によりけがをするおそれがあ
ります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■急な坂道ではサイドクラッチレバー

操作禁止
急な下り坂では、サイドクラッチレバーを操作しな
いでください。急な下り坂では、エンジンブレーキ
を利用し、いつでもブレーキを掛けられる姿勢で運
転してください。

【守らないと】
思わぬ方向に機械が旋回して、転落などの事故をま
ねくおそれがあります。

■周囲に合図してゆっくりと発進
エンジン始動時は、必ず走行クラッチレバーを「切」「切」位
置にし、駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位置して
周囲の人に合図をしてからエンジンを始動し、急発進
しないようにゆっくり発進してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。

■エンジン始動時は周囲確認
エンジン始動時は、レバーの位置と周囲の安全
を確認してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。

■人や動物を近づけない
特に子供には十分注意し、近づけないようにして
ください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となることがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■燃えているゴミの上やその近くは

走行禁止

【守らないと】
燃料やオイルなどに引火し、火災になるおそれが
あります。

■過積載禁止
最大作業能力以内で運搬してください。特に坂道
では荷物を軽くして作業してください。

【守らないと】
転倒などにより機械の破損をまねき、思わぬ傷害
事故の原因となるおそれがあります。

■積載物を高く積まない
積荷が高くなると機械のバランスが崩れやすく、また前方
の障害物の確認ができませんので積載物を高く積まないで
ください。

【守らないと】
機械の破損をまねき、思わぬ傷害事故の原因となるおそれ
があります。

■積載物は荷台から、はみ出し禁止
積載物は荷台から、はみ出さないようにしてくだ
さい。

【守らないと】
荷くずれをおこし転倒・転落をおこすおそれがあ
ります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■溝・あぜを渡るときはあゆみ板を

使用
圃場に入るとき、溝・あぜを渡るとき、軟弱な
場所を通るときは、必ずあゆみ板を使用してく
ださい。あゆみ板は、幅・長さ・強度が機械に
適したものを使用してください。

【守らないと】
スリップや転倒による事故をまねくおそれがあ
ります。

■わき見運転や手放し運転禁止

【守らないと】
傷害事故の原因となります。

■急坂道・あゆみ板の上では変速禁止
急坂道やあゆみ板の上では、「前進１」「前進１」、「後進Ｒ」「後進Ｒ」
の低い速度で走行し、途中での変速はしないでく
ださい。

【守らないと】
機械の重みで坂を下り、事故をおこすおそれがあ
ります。

■積載物にはロープを掛け、確実に固定
積載物は荷崩れしないように、確実にロープを掛けて
ください。

【守らないと】
荷崩れをおこし転倒・転落事故をおこすおそれがあり
ます。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■坂道では荷物の積降し禁止
坂道で荷物の積降しをすると、本機のバランスが
崩れますのでしないでください。

【守らないと】
転倒などにより、事故をまねくおそれがあります。

■荷台をダンプした状態で走行禁止
荷台をダンプした状態で走行しないでください。

【守らないと】
バランスが崩れやすくなり、そのうえ障害物の
確認ができません。
死亡事故や重大な傷害、物的損害をまねくおそ
れがあります。

■坂道では、ダンプ作業禁止
坂道では、ダンプを利用しての荷物の排出はしな
いでください。

【守らないと】
本機のバランスが崩れ、死亡事故や重大な傷害、
物的損害をまねくおそれがあります。

■荷台をリフトした状態で走行禁止
　（油圧式リフト or ダンプ荷台仕様）

荷台をリフトした状態で走行しないでください。

【守らないと】
バランスが崩れやすくなり、そのうえ障害物の
確認ができません。
死亡事故や重大な傷害、物的損害をまねくおそ
れがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■坂道では、リフト作業禁止

　（油圧式リフト or ダンプ荷台仕様）
坂道では、リフトを利用しての作業はしな
いでください。

【守らないと】
本機のバランスが崩れ、死亡事故や重大な
傷害、物的損害をまねくおそれがあります。

■農用の運搬以外は使用禁止
圃場内運搬機ですので、農用の運搬以外の作業
や改造などは決してしないでください。また、
公道での走行はしないでください。

【守らないと】
思わぬ事故をまねくおそれがあります。

■くわえたばこでの作業厳禁

【守らないと】
火災など、思わぬ事故の原因となります。

■マフラーの高温に注意
運転中およびエンジン停止直後の、マフラー・エ
ンジンは高温ですので触れないでください。

【守らないと】
火傷をするおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■急な発進・停止・旋回やスピードの

出し過ぎ禁止
発進・停止はゆっくりと行ってください。旋回を
するときは、十分スピードを落としてください。
また、坂道や凸凹道やカーブの多い場所では、十
分速度を落としてください。

【守らないと】
転倒・転落事故や、機械の破損をおこすおそれが
あります。

■機械から離れるときは平坦地に置き

エンジン停止
機械から離れるときは、平坦で安定した場所に置
き、エンジンを停止し、走行クラッチレバーを「切」「切」
位置にし、駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位
置にしてください。やむを得ず傾斜地に置く場合
は、必ず車止めをしてください。

【守らないと】
機械が動きだし、事故の原因となります。

■荷台には乗らない
走行中は荷台に乗って運転したり、人を乗せない
でください。

【守らないと】
転落などにより、思わぬ傷害事故の原因となるお
それがあります。

●長さ…トラックの荷台高さの　

４倍以上

●幅……クローラ幅の 1.5 倍以上

●強度…本機の総重量に十分耐え

るもの (１本当たり )

●表面…スベリ止めのあるもの

●形状…固定フックのあるもの

《あゆみ板の基準》

５. トラックへの積込み・積降しをするとき５.トラックへの積込み・積降しをするとき

■強度・長さ・幅の十分あるあゆみ板を

使用
積込み・積降しをするときは、平坦で交通の安全な場
所に、トラックのエンジンを止め、動かないようにサ
イドブレーキを掛けて車止めをしてください。使用す
るあゆみ板は、強度・長さ・幅が十分あり、スリップ
しないものを選んでください。

【守らないと】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■あゆみ板は確実に掛ける
あゆみ板をそれぞれのクローラに合わせ、フッ
クをトラックの荷台へ確実に掛けてください。

【守らないと】
あゆみ板が外れて本機が転落・転倒し、死亡事
故や重大な傷害、機械の破損をまねくおそれが
あります。

■積込み・積降し作業は誘導者を

つけて
トラックなどからの積込み・積降し作業は、
誘導者を付けて、周囲の安全を十分確認し
てください。

【守らないと】
転落などの事故をまねくおそれがあります。

■積込み・積降し作業中、機械の

前には絶対立たない
トラックなどからの積込み・積降し作業中
は、機械の直前には絶対に立たないでくだ
さい。

【守らないと】
傷害事故をまねくおそれがあります。

■トラックには必ず車止めを
積込むトラックの変速は「Ｐ」「Ｐ」または「１速」「１速」・「Ｒ」「Ｒ」
位置に入れ、サイドブレーキを掛けて車止めをし
ておいてください。

【守らないと】
トラックが動いて転落事故などをまねくおそれが
あります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■荷台を下げてあゆみ板を使用
あゆみ板を使用して積込み、積降しをするとき
は、本機の荷台を下げ、荷物を載せないで使用
してください。

【守らないと】
バランスが崩れ、転落などの事故の原因になり
ます。

■登るときは前進、降りるときは後進

でおこなう
積込みの場合「前進１」「前進１」、積降しの場合は「後進Ｒ」「後進Ｒ」
の低い速度で行ってください。あゆみ板とトラック
荷台の継目を越えるときは、急に重心が変わります
ので注意して走行をしてください。

【守らないと】
バランスを崩し転落などの事故を引きおこすおそ
れがあります。

■あゆみ板の上ではサイドクラッチ

レバー操作厳禁
あゆみ板の上で進路変更をすることがないよう
に前もって進路を定めて最低速度で行ってくだ
さい。進路を変えるための、サイドクラッチレ
バー操作は絶対にしないでください。方向を直
す場合は、平坦な場所に戻ってから行ってくだ
さい。

【守らないと】
転落などの事故の原因となります。

■ロープでトラックに確実に固定
トラックに載せて移動するときは、本機のエン
ジンを停止させ駐車ブレーキを掛け、燃料コッ
クを「Ｃ (閉 )」「Ｃ ( 閉 )」にしてから動かないように車止
めをし、強度の十分あるロープでトラックに本
機を確実に固定してください。

【守らないと】
トラックから本機が転落したりして、事故をま
ねくおそれがあります。

1 章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください
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■長期格納時はクラッチを切る
長期間格納する際には、必ず走行クラッチレバー
を「切」位置にしてください。

【守らないと】
クラッチが切れなくなり、事故を引きおこすおそ
れがあります。

■機械の近くに可燃物を置かない
機械を格納するときは、平坦で安定した場所に
置き、エンジンを停止してください。やむを得
ず傾斜地に置く場合は、必ず車止めをしてくだ
さい。近くに燃えやすい物がないか、また、燃
えやすい物があれば取除いてください。

【守らないと】
機械が動きだしたり、火災事故を引きおこすこ
とがあります。

■シートは機械が十分冷えてから
エンジンを停止しエンジン・マフラーなどの
高温部が十分冷えてからシートをかけてくだ
さい。長期格納時は、燃料タンク・気化器内
の燃料を抜取ってください。

【守らないと】
火災事故を引きおこすことがあります。

６.格納をするとき６.格納をするとき

1章　安全に作業をするために必ずお守りください

■長期格納時はキーを外す
(セルモータ仕様）
長期間使用しないで格納する場合は、十分な運転
により、バッテリを充電をしてください。キーは
抜取り保管してください。

【守らないと】
思わぬ傷害事故の原因となるおそれがあります。
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モデル EC130H-X

①

安全に作業していただくために安全銘板の貼付け位置を示したものです。
安全銘板は常に汚れや破損がないように保ち、もし破損・紛失した場合は、新しいものに貼り直してください。

７.安全銘板の貼付け位置７.安全銘板の貼付け位置

№ 部品番号 品名

１ １Ｎ３５０３－９３０５０ 警告 ･ 注意一式（運搬機用）

２ １Ｎ３５２７－９３２２０ エンジン安全銘板

３ １Ｎ３５４５－９３０１０ 注意（油圧オイル）

４ １Ｎ３５０４－９３０７０ 危険一式（運搬機ダンプ荷台用）

５ バッテリパック付属品 危険（バッテリパック）

1章　安全に作業をするために必ずお守りください1章　安全に作業をするために必ずお守りください

※№３は、油圧式ダンプ、油圧式リフト or ダンプ荷台仕様専用、
№５は、セルモータ仕様のバッテリ付属の銘板となります。
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②

③

1章　安全に作業をするために必ずお守りください

④

モデル EC130D-LBX

⑤   
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〈補修部品の供給年限について〉
この製品の補修用部品の供給年限（期間 ) は、
製造打ち切り後９年です。ただし、供給年限内
であっても、特殊部品については納期などをご
相談させていただく場合もあります。補修用部
品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了
しますが、供給年限経過後であっても、部品供
給のご要請があった場合には、納期および価格
についてご相談させていただきます。

保証書は大切に保管してください

「保証書」「保証書」はお客様が保証修理を受けられる際に
必要となるものです。お読みになった後は大切
に保管してください。

エンジン番号

〈連絡していただきたい内容〉

●型式名と製造番号

●エンジンの場合はエンジン番号

●ご使用状況は？

　（何速で、どんな作業をしていたときに）

●どのくらい使用されましたか？

　（約□□□時間使用後）

●不具合が発生したときの状況をできるだけ詳
しく教えてください。

機械の調子が悪いときに点検・処置をしても、
なお不具合があるときは、下記の点を明確にし
て、お買上げいただいたＪＡまでご連絡くださ
い。

アフターサービスをお受けになる
ときは

型式名と製造番号

保証とサービスについて保証とサービスについて２章

機械の廃棄について

機械を廃棄する場合、購入されたＪＡもしくは
廃棄物処理業者に依頼してください。
法律に違反する行為は絶対にしないでください。
詳しくは、お住まいの自治体の指導に従ってく
ださい。
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●キースイッチ
（セルモータ仕様）

エンジンの始動・停止に使用します。

各部のなまえと各操作部のはたらき各部のなまえと各操作部のはたらき

左

前
右

後

●走行クラッチレバー　　　　　　　　
エンジンからの動力を伝えたり、切ったりす
るのに使用します。

●駐車ブレーキレバー　　　　　　　　
駐車ブレーキに使用します。

●副変速レバー　　　　　　　　　　　
低速・高速の切換えに使用します。

●主変速レバー　　　　　　　　　　　
変速位置を「前進１」・「前進２」・「後進Ｒ」
に変えるときに使います。

●アクセルレバー　　　　　　　　　　
エンジンの回転を速くしたり、遅くしたりす
るのに使用します。

●リコイルスタータ　　　　　　　　　
リコイルスタータ仕様は、エンジンの始動に
使用します。
セルモータ仕様は、バッテリの電圧不足のと
きに使用します。

モデル　ＥＣ１３０Ｄ－ＬＢＸ

●エンジンストップスイッチ　　　　　
エンジンの始動・停止に使用します。

●補助停止レバー　　　　　　　　　　
押し下げると走行を停止します。

３章
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●右サイドクラッチレバー　　　
レバーを引くと右に旋回します。

●あおり　　　　　　　　　　　
荷物のはみ出しを防止する側板です。

●クローラ

●左サイドクラッチレバー　　
レバーを引くと左に旋回します。

モデル　ＥＣ１３０Ｄ－Ｘ

３章　各部のなまえと各操作部のはたらき３章　各部のなまえと各操作部のはたらき
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１. 運転前の点検１.運転前の点検

●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は絶
対にしないでください。

●エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、注油・
給油は絶対にしないでください。

●燃料補給後は、燃料キャップを確実に締めこ
ぼれた燃料はきれいにふき取ってください。

●燃料ホースが破損していると、燃料もれをお
こしますので必ず点検してください。守らな
いと、火傷や火災をおこすおそれがあります。

●点検、整備は、交通の危険がなく機械が倒れ
たり動いたりしない平坦で安定した場所に車
止めをした上で行ってください。守らないと、
思わぬけがをするおそれがあります。

●マフラー・エンジン回りのゴミは取除いてく
ださい。またマフラーに亀裂や腐食などの異
常がないか点検してください。火災事故やオー
バーヒートを引きおこすことがあります。

●点検、整備を行うときは、本機のエンジンを
停止させてください。守らないと、思わぬけ
がをするおそれがあります。また、高温部分
が十分冷えてから行ってください。高温部に
触れると、火傷をするおそれがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてください。守らないと機械に巻込ま
れて、傷害事故をおこすおそれがあります。

●感電ショック防止のため、運転中はプラグコー
ド、プラグキャップ、点火プラグ部に触れな
いでください。

安全で快適な作業を行うには、本機を使用する
前に必ず始業点検を行い、異常箇所は直ちに整
備してから作業を始めてください。また、作業
終了時も点検を行って異常がないかチェックし
てください。

点検は次の順序で行ってください。

①前日の異常箇所　　　　　　　　　　　　

②本機のまわりを回ってみて　　　　　　　

●前日の作業中に異常を感じたところがあれば
作業に支障がないか点検します。

●各部の変形・損傷・汚れ

●走行ミッションオイルの油もれ　　 　……56

●クローラの張り具合・磨耗度合・損傷 ……61

●トラックローラ取付けボルト・ナットのゆる
み　　　　　　　　　　　　　　　　 ……65

●機体各部の損傷、ボルトのゆるみ　 　……65

●エンジンオイルの量と汚れ、油もれ 　……55

●油圧オイルの量と油もれ　　　　　 　……56

運転と作業のしかた運転と作業のしかた－お使いになる前に点検を行ってください。４章
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③レバーを操作してみて　　　　　　　　　●燃料の量と燃料もれ、燃料ホースの損傷
……31、58

●エアクリーナの汚れ　　　　　　　　 ……57

●マフラーなどの高温部分のほこりやゴミ

●各レバーの作動状態　　　　　　……62 ～ 63

④エンジンを始動してみて　　　　　　　　

●エンジン始動後の異音

●排気ガスの色

●配線コードの被覆のはがれや接続部のゆるみ
……58

●マフラーの亀裂や腐食などの異常

●補助停止レバーの作動状態

●エンジンストップスイッチの作動状態

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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３. エンジンの始動・３.エンジンの始動・
停止のしかた停止のしかた

●エンジン始動時は、必ず走行クラッチレバー
を「切」「切」位置にし、駐車ブレーキレバーを「ブ「ブ
レーキ ｣レーキ ｣ 位置にして、周囲の安全を確認し、
人や動物を近づけないでください。守らない
と、傷害事故をおこすおそれがあります。

●閉切った室内では、エンジンの始動および暖
機運転はしないでください。エンジンは風通
しのよい屋外で始動してください。やむをえ
ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして
ください。守らないと、排気ガスによる中毒
をおこし、死亡事故をおこすおそれがありま
す。

●機械を使う前と後には、必ず点検、整備をし
てください。特に走行クラッチレバー・主変
速レバーなどの操縦装置は、確実に作動する
ように点検、整備をしてください。守らないと、
傷害事故をおこすおそれがあります。

●暖機運転中は、駐車ブレーキをかけてくださ
い。守らないと、何らかの原因で本機が走り
だし事故をおこすおそれがあります。

●運転中、エンジン、マフラーは高温になりま
すので触らないでください。また、エンジン
が停止しても、すぐに手を触れないでくださ
い。エンジンやマフラーなどの高温部で火傷
のおそれがあります。

２. 燃料の点検・２.燃料の点検・
給油のしかた給油のしかた

●燃料をあふれないように入れてください。機
体が傾斜したときに燃料キャップから燃料が
あふれることがあります。万一、引火した場合、
火災のおそれがあります。

●ガソリンはポリタンクで保管しないでくださ
い。樹脂成分の溶解・紫外線透過により変質
しやすくキャブレタ部品の穴詰まりなどのト
ラブルの原因となります。ガソリンを保管す
る場合は、ガソリン専用の鋼製燃料タンクで
保管してください。

燃料タンク上面の燃料ゲージで燃料の残量を調
べ、不足している場合は、上部の給油口から補
給してください。

点検

給油は「自動車用無鉛ガソリン ( レギュラーガ「自動車用無鉛ガソリン ( レギュラーガ
ソリン )」ソリン )」をあふれないように入れてください。
燃料補給後は燃料キャップを確実に締めてくだ
さい。

給油

［重要］

●ガソリンは常に新しいものを使ってください。
購入後１ヶ月以上経過したガソリンの使用は
気化器部に粘着物が付着する原因となり、運
転不調をおこすおそれがあります。

●マフラーやエアクリーナカバーを外したまま
エンジンを運転しないでください。守らない
と傷害事故をおこすおそれがあります。

給油口 燃料ゲージ

４章　運転と作業のしかた
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引張る引張る

リコイルスタータ

エンジンの始動のしかたエンジンの始動のしかた

①走行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車
ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣位置にします。

③アクセルレバーを高速側に少し移動させます。

④チョークノブを引きます。

［重要］

⑤エンジンストップスイッチを押しながら回し
て「運転」「運転」位置にします。

●エンジン停止後、すぐに始動するときは、
チョークノブを引かないでください。

②燃料コックを「Ｏ (開 )」「Ｏ (開 )」にします。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキ 切切

走行クラッチレバー

燃料コック

Ｏ（開 )Ｏ（開 )

アクセルレバー

高高

チョークノブ

運転運転

エンジンストップスイッチ

押す

回す回す

引く引く

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

⑥リコイルスタータをゆっくり引張ってくださ
い。

⑦エンジンが始動したら、リコイルスタータを
ゆっくり元の位置に戻し、エンジン回転の調
子を見ながら、チョークノブを徐々に戻しま
す。最後には必ず完全に戻してください。

※エンジン始動後は、アクセルレバーを「低」「低」
位置に戻し、約５分間は、負荷をかけずにエ
ンジンをかけたままにしておいてください。

（エンジンの暖機運転）

リコイルスタータ仕様リコイルスタータ仕様
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⑦エンジンが始動したら、エンジン回転の調子
を見ながら、チョークノブを徐々に戻します。
最後には必ず完全に戻してください。

※エンジン始動後は、アクセルレバーを「低」「低」
位置に戻し、約５分間は、負荷をかけずにエ
ンジンをかけたままにしておいてください。

（エンジンの暖機運転）

４章　運転と作業のしかた

※セルモータ仕様の場合は、エンジン出荷時の
バッテリ充電容量は、約半分の状態です。初
回運転時は十分な運転により充電を行ってく
ださい。（約２５分）

⑥キースイッチを「ＳＴＡＲＴ」「ＳＴＡＲＴ」位置までまわ
します。

キースイッチ

ＳＴＡＲＴＳＴＡＲＴ

※走行クラッチレバーが「入｣「入｣位置のときに、キー
スイッチを「ＳＴＡＲＴ」「ＳＴＡＲＴ」位置にするとエン
ジンは始動しませんが、本機が動く場合があ
りますので、必ず走行クラッチレバーが「切」「切」
位置か「駐車ブレーキ」「駐車ブレーキ」位置になっているこ
とを確認してから始動させてください。

［重要］

●リコイルスタータを１～２回操作しても始動
しないとき、そのまま何回も引張っています
と燃料の吸い過ぎとなり始動困難となります
のでチョークノブを元に戻してからリコイル
スタータを引張ってください。

●走行クラッチレバーが「切 ｣「切 ｣ 位置にないと、
始動安全スイッチが働きエンジンを始動する
ことが出来ません。走行クラッチレバーは、
確実に「切 ｣「切 ｣位置にしてください。

●冬期など外気温が低いときは、アイドリング
時のエンジン回転が規定よりも低くなり、ハ
ンチング ( 回転ムラ ) をおこす場合がありま
す。そのような場合は、アクセルレバーを高
速側と低速側の中間位置にして、暖機運転を
行ってください。

セルモータ仕様セルモータ仕様

●約５秒以上セルモータを使ってもエンジンが
かからない場合、いったんキースイッチを切
り、１分間以上バッテリを休ませてから、再
び始動させてください。

●エンジン回転中は、絶対にキースイッチを「Ｓ「Ｓ
ＴＡＲＴ」ＴＡＲＴ」位置にしないでください。

［重要］

●冬期など外気温が低いときは、アイドリング
時のエンジン回転が規定よりも低くなり、ハ
ンチング ( 回転ムラ ) をおこす場合がありま
す。そのような場合は、アクセルレバーを高
速側と低速側の中間位置にして、暖機運転を
行ってください。

●５秒以上まわし続けたり、短い休止時間で断
続的にまわすことはバッテリパックが発熱し
内部の保護機能が作動しますのでおやめくだ
さい。

●保護機能が作動したバッテリパックは充放電
ができなくなるため交換が必要です。

（Ｐ５９参照）

●低温時はバッテリの出力特性が弱くなるため
始動できない場合があります。その際は、リ
コイルで始動してください。
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リコイルによる始動のしかたリコイルによる始動のしかた

①「エンジンの始動のしかた」「エンジンの始動のしかた」の①～⑤までの
操作をします。

②キースイッチを「ＯＮ」「ＯＮ」位置にします。

バッテリの電圧不足でセルスタートできない場
合は、次の要領で始動してください。

④エンジンが始動したら、エンジン回転の調子
を見ながら、チョークノブを徐々に戻します。
最後には必ず一杯戻してください。

③リコイルスタータを握り圧縮位置まで軽く引
きその位置から勢いよく引張ってください。

※走行クラッチレバーが「入 ｣「入 ｣ 位置のときに、
リコイルスタータでエンジンを始動するとエ
ンジンは始動しませんが、本機が動く場合が
ありますので、必ず走行クラッチレバーが「切」「切」
位置か「駐車ブレーキ」「駐車ブレーキ」位置になっているこ
とを確認してから始動させてください。

引張る引張る

リコイルスタータ

※エンジン始動後は、アクセルレバーを「低」「低」
位置に戻し、約５分間は、負荷を掛けずにエ
ンジンをかけたままにしておいてください。

（エンジンの暖機運転）

［重要］

●冬期など外気温が低いときは、アイドリング
時のエンジン回転が規定よりも低くなり、ハ
ンチング ( 回転ムラ ) をおこす場合がありま
す。そのような場合は、アクセルレバーを「高
速」位置と「低速」位置の中間位置にして、
暖機運転を行ってください。

●リコイルスタータを１～２回操作しても始動
しないとき、そのまま何回も引張っています
と燃料の吸い過ぎとなり始動困難となります
のでチョークノブを元に戻してからリコイル
スタータを引張ってください。

キースイッチ

ＯＮＯＮ

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

エンジンの停止のしかたエンジンの停止のしかた

①アクセルレバーを「低」「低」位置にします。

アクセルレバー

低低

セルモータ仕様セルモータ仕様
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４. 発進・旋回・変速・４.発進・旋回・変速・
停止のしかた停止のしかた

●発進・停止はゆっくりと行ってください。旋
回するときは、十分にスピードを落としてく
ださい。また坂道・路肩・凸凹道やカーブの
多い場所では、十分に速度を落としてくださ
い。思わぬ事故の原因となります。

●急傾斜地での斜め走行はしないでください。
横転して事故をまねくおそれがあります。

●後進時は、低速にし、後方に十分注意してく
ださい。転倒などにより、けがをするおそれ
があります。

●発進するときは、各レバーの位置と周囲の安
全を確かめて発進してください。守らないと
思わぬ事故、けがをまねくおそれがあります。

●急な下り坂では、サイドクラッチレバーの操
作をしないでください。思わぬ方向に機械が
旋回して転落などの事故をまねくおそれがあ
ります。

●本機から離れるときは、平坦で堅固な安定し
た場所に置き、必ず走行クラッチレバーを「切」「切」
位置にし、駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣
位置にして、エンジンを止め、車止めをして
ください。守らないと本機が動きだし、事故
をおこすおそれがあります。

●本機は、小型特殊自動車の型式認定を受けて
いません。法令により公道走行は禁止されて
いますのでしないでください。

４章　運転と作業のしかた

③燃料コックを「Ｃ (閉 )｣「Ｃ (閉 )｣ にします。

Ｃ(閉)

燃料コック

②リコイルスタータ仕様は、エンジンストップ
スイッチを押して「停止」「停止」位置にし、セルモー
タ仕様は、キースイッチを「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」位置に
してエンジンを停止します。

停止停止

エンジンストップスイッチ

押す

（リコイルスタータ仕様）

ＯＦＦＯＦＦ

キースイッチ

（セルモータ仕様）
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アクセルレバー

高高

発進のしかた発進のしかた

①走行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車
ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣位置にします。

④アクセルレバーでエンジンの回転を少し上げ
ます。

②主変速レバーで、前進（①、②）または後進（Ｒ）
の希望の位置を選びます。

※主変速レバーが示した数字①、②とＲが変速
位置を表します。

●坂道で発進する場合は、すばやく走行クラッ
チレバーを「入」「入」位置にしてください。ゆっ
くり操作すると本機が下がって危険です。

※走行クラッチレバーを「入」「入」に位置にすると、
駐車ブレーキレバーは連動していますので、
自動的に「解除」「解除」位置になります。

⑤走行クラッチレバーを「入」「入」位置にしてゆっ
くり発進します。

［重要］

⑥副変速レバーを希望の位置（高、低）にします。

※副変速レバーは走行クラッチレバーを「入」「入」
に位置にすると、操作できます。走行しなが
ら「高 ｣「高 ｣ 位置、または「低 ｣「低 ｣ 位置にしてくだ
さい。また、走行クラッチレバーを「切 ｣「切 ｣ 位
置にすると副変速レバーは連動し、「低 ｣「低 ｣ 位置
になります。

駐車ブレーキレバー 走行クラッチレバー

入解除解除 副変速レバー

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキ 切切

走行クラッチレバー

主変速レバー
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③走行クラッチレバーを「入」「入」位置にしてゆっ
くり発進します。

※走行クラッチレバーを「入」「入」に位置にすると、
駐車ブレーキレバーは連動していますので、
自動的に「解除」「解除」位置になります。

※主変速レバーが示した数字①、②とＲが変速
位置を表します。

④副変速レバーを希望の位置（高、低）にします。

旋回のしかた旋回のしかた

安全を確認してから、旋回したい方のサイドク
ラッチレバーを引くと旋回します。旋回後は、
サイドクラッチレバーを戻します。

サイドクラッチレバー

旋回旋回

旋回旋回

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキ 切切

走行クラッチレバー

①走行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車
ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣位置にします。

変速のしかた変速のしかた

●主変速レバーを操作するときは、必ず走行ク
ラッチレバーを「切」「切」位置にして操作してく
ださい。思わぬ方向に動きだし重大な傷害、
機械の破損をまねくおそれがあります。

●急坂道やあゆみ板の上では、「前進１」「前進１」、「後進「後進
Ｒ」Ｒ」の低い速度で走行し、途中での変速はし
ないでください。暴走して事故をおこすおそ
れがあります。

変速する場合は、次の要領で行ってください。

●「後進Ｒ」「後進Ｒ」でバックする場合、アクセルレバー
を「低」「低」位置にし、急発進しないよう十分注
意し、ゆっくり発進してください。副変速レ
バーが「高 ｣「高 ｣ 位置のときは特に注意してくだ
さい。

４章　運転と作業のしかた

②主変速レバーで、前進（①、②）または後進（Ｒ）
の希望の位置を選びます。

駐車ブレーキレバー 走行クラッチレバー

入解除解除

副変速レバー主変速レバー
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アクセルレバー

低低

停止のしかた停止のしかた

①走行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車
ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣位置にします。

※走行クラッチレバーを「切」「切」に位置にしても
駐車ブレーキレバーは連動していませんので
必ず、駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位
置にしてください。

※補助停止レバーを押し下げても、走行クラッ
チレバーが「切」「切」位置になります。

●坂道で停止する場合は、必ず走行クラッチレ
バーと駐車ブレーキレバーを一緒に握って操
作してください。別々に操作すると本機が下
がって危険です。

［重要］

②アクセルレバーを「低」「低」位置にします。

切

駐車ブレーキレバー 走行クラッチレバー

切ブレーキブレーキ

補助停止レバー

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

②リコイルスタータ仕様は、エンジンストップ
スイッチを押して「停止」「停止」位置にし、セルモー
タ仕様は、キースイッチを「ＯＦＦ」「ＯＦＦ」位置に
してエンジンを停止します。

停止停止

エンジンストップスイッチ

押す

（リコイルスタータ仕様）

●坂道で発進する場合は、すばやく走行クラッ
チレバーを「入」「入」位置にしてください。ゆっ
くり操作すると本機が下がって危険です。

［重要］

●主変速レバーが希望の位置に入りにくいとき
は、無理に入れずに、走行クラッチレバーを

「入」側へ「入」側へ少し動かし、主変速レバーを希望の
位置に入れてください。また、走行中の変速は、
機械の破損の原因やけがをするおそれがあり
ますのでしないでください。
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ＯＦＦＯＦＦ

キースイッチ

（セルモータ仕様）

Ｃ(閉)

燃料コック

④燃料コックを「Ｃ (閉 )｣「Ｃ (閉 )｣ にします。

駐車のしかた駐車のしかた

●駐車するときは、平坦で堅固な場所に必ず走
行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車ブレー
キレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位置にして止めてく
ださい。やむを得ず傾斜地に置く場合は、必
ず車止めをしてください。

エンジンストップスイッチ(緊急停止スイッチ)

運転運転

押す

回す回す

４章　運転と作業のしかた

エンジンストップスイッチ(緊急停止スイッチ)

停止停止

押す

緊急停止のしかた

解除のしかた

エンジンストップスイッチ ( 緊急停止スイッチ )
でエンジンを停止させたあとは、安全を確認し、
押しながらエンジンストップスイッチを回して
「運転」「運転」位置にしてください。

緊急にエンジンを停止させたい場合は、エンジ
ンストップスイッチ ( 緊急停止スイッチ ) を押
すとエンジンが停止します。

［重要］

エンジンストップスイッチエンジンストップスイッチ
(緊急停止スイッチ )の使いかたの使いかた

●エンジンストップスイッチ ( 緊急停止スイッ
チ ) でエンジンを停止させた場合は、安全を
確認してからエンジンのキースイッチを「切 ｣
位置にしてください。この操作を忘れるとバッ
テリーの消耗を早めます。　（セルモータ仕様）
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

５.運搬のしかた５.運搬のしかた

●最大作業能力以上は荷物を積まないでくださ
い。機械が破損して思わぬ事故をおこすおそ
れがあります。

●積荷が高くなると機械のバランスが崩れやす
く、また障害物の確認ができませんので積載
物を高く積まないでください。転倒・転落に
より思わぬ傷害事故の原因となります。

●積載物は確実にロープを掛けて固定してくだ
さい。荷崩れをおこし転倒・転落事故をおこ
すおそれがあります。

●積載物は荷台からはみ出さないようにしてく
ださい。荷崩れをおこし転倒・転落事故をお
こすおそれがあります。

●坂道では積荷の重量を軽くして、安全に走行
してください。

●坂道では荷物の積込み、積降しはしないでく
ださい。本機の前後バランスが崩れたり、荷
崩れをおこし、思わぬ傷害事故の原因になる
おそれがあります。

●荷台には人を乗せたり、荷台に乗って運転し
たりしないでください。転落などにより、思
わぬ傷害事故の原因になるおそれがあります。

●あおりを閉めたときは、あおりロックレバー
を確実に「ロック」「ロック」してください。ロックレバー
が外れると荷崩れをおこし転倒・転落により
傷害のおそれがあります。

あおりの開閉のしかたあおりの開閉のしかた

あおりロックレバーを「解除」「解除」して、あおりを
開きます。

積荷の積込み、積降しをするときは、あおりを
開くと便利です。

開閉のしかた

あおりロックレバー

ロックロック

解除解除

あおりロックレバー

ロックロック

解除解除

ロックロック

解除解除
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水平固定軸

六角支点部

●確実に水平固定軸を六角支点部に差込んで
ロックボルトで締付けてください。あおりが
脱落して傷害のおそれがあります。

水平のしかた

六角支点部の下のロックボルトをゆるめて、あ
おりを水平にし、水平固定軸を六角支点部に差
込むとあおりを水平に固定できます。

［重要］

４章　運転と作業のしかた

荷台の操作のしかた荷台の操作のしかた

●ダンプ、またはリフトした荷台の下には、入
らないでください。

●荷台を上げての点検、整備は、荷台落下防止
金具をセットしてください。何らかの原因で
荷台が落下し傷害事故をおこすおそれがあり
ます。

●坂道でのダンプを利用した荷物の排出は絶対
にしないでください。本機が浮上がり転倒・
転落事故をおこすおそれがあります。

●荷台をダンプまたはリフトした状態で走行し
ないでください。バランスが崩れやすくなり、
そのうえ障害物の確認ができません。死亡事
故や重大な傷害、物的損害をまねくおそれが
あります。

●坂道では、リフトを利用しての作業は、しな
いでください。本機のバランスが崩れ、転倒
などにより機械の破損をまねき、思わぬ傷害
事故の原因となるおそれがあります。

●あおりを下ろした状態で、リフトまたは、ダ
ンプをしないでください。荷台を下げたとき
にあおりがクローラにあたり機械の破損の原
因になります。

●エンジン停止時は、荷台を下降しないでくだ
さい。守らないと下降させたとき、給油栓の
空気穴よりオイルが吹き出し、けがをするお
それがあります。

あおり

ロックボルト
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ロックレバー

解除解除

ハンドレバー

①荷台をダンプしたいときは、ハンドレバーと
ロックレバーを握って、固定金具を「解除」「解除」
します。

②ハンドレバーで荷台を一番上まで持ち上げる
と、自動的に荷台落下防止金具が荷台を固定
します。

［手動式ダンプ荷台仕様］

●ダンプした後、荷台を確実にロックしてくだ
さい。走行中、荷台が上がり、荷崩れをおこ
して横転、転落事故をおこすおそれがありま
す。

［油圧式ダンプ荷台仕様］

荷台を上げたいときは、油圧レバーを「上昇」「上昇」
の方に、下げたいときは、「下降」「下降」の方に操作し
てください。

②下げたいときは、解除レバーを「解除」「解除」位置
に操作して、荷台落下防止金具の支えを解除
します。

③ハンドレバーをゆっくり下げて荷台を降し、
固定金具か「カチッ」「カチッ」と音がするまで下げて
ください。

油圧レバー

上昇上昇

下降下降

解除レバー

解除解除

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

ダンプ時

荷台落下防止金具
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油圧ダンプ時

●荷台をダンプして点検、整備をするときは、
必ず荷台落下防止金具を「セット」「セット」してくだ
さい。

［重要］

①荷台落下防止金具を止めてあるスナップピン
を取外します。

荷台落下防止金具

下げる下げる

スナップピン

４章　運転と作業のしかた

②荷台落下防止金具を外して降ろし、荷台落下
防止金具の穴に本体フレームの固定ピンを差
込みスナップピンを取付けて荷台落下防止金
具をセットします。

荷台落下防止金具

固定ピン スナップピン

荷台落下防止金具
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油圧レバー

上昇上昇

下降下降

［油圧式リフト or ダンプ荷台仕様］

●切換えレバーの操作は、必ず荷台を下まで下
げた状態で行ってください。荷台がダンプし
ているときに、切換えレバーをリフトにする
と荷台が下まで下がりません。また、荷台が
リフトしているときに、ダンプにすると荷台
が傾き、機械の破損、けがをするおそれがあ
ります。

①荷台をダンプさせたいときは、切換えレバー
を「ダンプ ｣「ダンプ ｣ 位置にして油圧レバーを操作し
てください。

　また、リフト操作したいときは、切換えレバー
を「リフト」「リフト」位置にして油圧レバーを操作し
てください。

②荷台を上げたいときは、油圧レバーを「上昇」「上昇」
の方に、下げたいときは、「下降」「下降」の方に操作
してください。

ダンプダンプ

リフトリフト

切換えレバー

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

油圧リフト時

油圧ダンプ時
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荷台落下防止金具

※荷台レバーでも荷台の操作ができます。

●荷台をリフト、またはダンプをして点検、整
備をするときは、必ず荷台落下防止金具を

「セット」「セット」してください。

①荷台落下防止金具を止めてあるスナップピン
を取外します。

②荷台落下防止金具を外して降ろし、荷台落下
防止金具の穴に本体フレームの固定ピンを差
込みスナップピンを取付けて荷台落下防止金
具をセットします。

リフト時の荷台落下防止金具のセットのしかた

［重要］

荷台落下防止金具 スナップピン

荷台レバー

上昇上昇

下降下降

スナップピン

固定ピン

荷台落下防止金具

４章　運転と作業のしかた
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４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。

②荷台落下防止金具を外して降ろし、荷台落下
防止金具の穴に本体フレームの固定ピンを差
込みスナップピンを取付けて荷台落下防止金
具をセットします。

スナップピン

固定ピン

荷台落下防止金具

①荷台落下防止金具を止めてあるスナップピン
を取外します。

ダンプ時の荷台落下防止金具のセットのしかた

スナップピン荷台落下防止金具

荷台落下防止金具
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６. 坂道での運転のしかた６.坂道での運転のしかた

●変速は坂を登りつめてから、希望する変速位
置に入れ直してください。坂の途中で停車す
る場合は、走行クラッチレバーを「切」「切」位置
にし、駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位
置にしてください。

●上り坂で発進する場合は、遅い変速位置に入
れ、エンジン回転を落としてゆっくり発進し
てください。急発進すると、前側がはね上が
り大変危険です。

●坂道では駐車をしないでください。守らない
と本機が坂をすべり落ちて、事故をおこすお
それがあります。

●あらかじめ適正な速度段を選択し、坂道を走
行中は、変速をしないでください。

●坂道では、スピードに十分注意して、ゆっく
りと走行し、急な下り坂ではエンジンブレー
キを活用してください。

●圃場への出入り、あぜ越えや段差を乗り越え
るときは、十分強度のあるあゆみ板を使用し、
荷物は積まないで、重心を低くしてください。

●急な傾斜を登るときは、「前進１」「前進１」で降りる場
合は「後進Ｒ」「後進Ｒ」で行ってください。

●圃場への出入りは、圃場にたいして直角に出
入りしてください。

７. 圃場への出入りの７.圃場への出入りの
しかたしかた

［重要］

●傾斜角度15度以上の傾斜地で連続運転すると、
エンジン故障のおそれがあり危険ですので、
急斜面での運転はしないでください。

４章　運転と作業のしかた
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●積込み、積降しの場所は、交通の安全が確保
でき、平坦で安定した場所を選んでください。
守らないと思わぬ事故やけがをまねくおそれ
があります。

●トラックはエンジンを止め、動かないように
サイドブレーキを掛け、「車止め」「車止め」をしてくだ
さい。

●使用するあゆみ板は、幅、長さ、強度が十分
あるスリップしないものを選び、あゆみ板が
外れないように、フックをトラックの荷台に
しっかり掛けてください。

●荷台を下まで一杯下げて、荷物は積まないで
ください。

●本機に乗っての運転は厳禁です。

●誘導者は、機械の直前に立たないでください。
機体が不意に動いたときに思わぬ事故やけが
をまねくおそれがあります。

●積込みは「前進１」「前進１」、積降しは「後進Ｒ」「後進Ｒ」の低
速で行ってください。さらにアクセルレバー
は「低」「低」位置にし、エンジンブレーキを十分
効かせて、ゆっくりと行ってください。守ら
ないと転倒・転落による事故やけがをまねく
おそれがあります。

●本機があゆみ板とトラックなどの継目を越え
るときには、急に重心が変わりますので、十
分に注意してください。転倒・転落による事
故やけがをまねくおそれがあります。

●トラックなどに積んで移動するときは、十分
強度のあるロープを使用し、確実に固定して
ください。さらに「車止め」「車止め」をしてください。
守らないと、機械の転落や、運転席への突込
みによる重大な事故やけがをまねくおそれが
あります。

②基準に合ったあゆみ板を用意します。

③あゆみ板のフックを、トラック荷台と段差の
ないように確実に掛けてください。

④左右のクローラがあゆみ板の中央に位置する
ように、本機をセットしてから積込み、積降
しを行ってください。

⑤積込みの場合は「前進１」「前進１」で、積降しの場合
は「後進Ｒ」「後進Ｒ」の低い速度で行ってください。

８.トラックへの積込み・８.トラックへの積込み・
積降しのしかた積降しのしかた

●トラックへの積込み、積降しは、あゆみ板の
上で進路変更をすることがないように進路を
定めて最低速度で行ってください。進路を変
えるためのサイドクラッチレバーの操作は絶
対にしないでください。守らないと転落など
の事故をおこすおそれがあります。

①周囲に危険物のない平坦な場所を選びます。

あゆみ板は、基準にあった十分強度のあるも

のをご使用ください。

●長さ…トラックの荷台高さの 4倍以上

●幅……本機のクローラ幅の 1.5 倍以上

●強度…本機の総重量に十分耐えられるもの

　　　　(1 本当たり )

●表面…すべり止めのあるもの

●形状…固定フックのあるもの

《あゆみ板の基準》

４章　運転と作業のしかた４章　運転と作業のしかた－安全事項を必ず守って、上手に作業してください。
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●燃料を抜くときは、くわえタバコや裸火照明
は絶対にしないでください。エンジンを止め、
エンジン、マフラーなどの高温部が冷えてか
ら必ず燃料受けを用意し、燃料をこぼさない
ようにしてください。燃料などに引火し火災
のおそれがあります。

●シートを掛ける場合は、エンジンを停止し、
エンジンやマフラーが十分冷えたことを確認
してから掛けてください。守らないと、火災
をおこすおそれがあります。

●お手入れは、平坦な安定した場所で行ってく
ださい。守らないと機械が転倒して、思わぬ
けがをするおそれがあります。

●格納時は平坦で安定した場所に置いてくださ
い。やむを得ず傾斜地に置く場合は必ず「車
止め」をしてください。本機が自然に動いて
事故になります。

●お手入れは、エンジンを停止させて行ってく
ださい。守らないと思わぬけがを負うおそれ
があります。また、高温部分が冷えてから行っ
てください。高温部に触れると、火傷をする
おそれがあります。

●近くに燃えやすいものがあれば取除いてくだ
さい。火災の原因になります。

１. 作業後の手入れ１.作業後の手入れ

その日の内に水洗いをし、水洗い後はよく水分
をふき取って、各回転・摺動部に油をたっぷり
差してください。

●水洗いをするときは、エアクリーナの吸気口
に水が入らないようにしてください。

●電装品には水を掛けないようにしてください。
故障の原因となります。

●エンジン・マフラーなどのわらくず、草など
は必ず取除いてください。そのまま運転しま
すと、火災の原因になることがあります。また、
マフラーの亀裂や腐食などの異常がないかも
点検してください。

［重要］

作業後の手入れについて作業後の手入れについて５章
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ドレンプラグ

給油口

２. 長期間使用しない場合２.長期間使用しない場合
の手入れの手入れ

●格納する場合は、走行クラッチレバーを「切」「切」
位置にしてください。使用時にクラッチが切
れなくなり、事故をおこすおそれがあります。

①エンジンを低速で運転 ( 約５分間 ) し、停止
させます。

②エンジンが温かいうちにエンジンオイルを抜
出して、新油と交換してください。（Ｐ 55｢ ３．｢３．
各部オイルの点検・交換のしかた ｣各部オイルの点検・交換のしかた ｣参照）

※交換時期の目安は、Ｐ 53 を参照してください。

③点火プラグを外し、点火プラグの穴からエン
ジンオイルを 10 ㏄位入れます。

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、ＪＡに相談してく
ださい。

［重要］

⑤再び点火プラグを取付けて、リコイルスター
タを軽く引き、重たくなった所 ( 圧縮のある )
で止めておきます。（エンジンを始動させては
いけません。）

④リコイルスタータを２～３回引きます。

※エンジンが熱い間は作業しないでください。

点火プラグプラグキャップ

プラグコード

５章　作業後の手入れについて５章　作業後の手入れについて

※長期間使用しないで格納する場合は、十分な
運転により、バッテリを充電をしてください。
キーは抜取り保管してください。

（セルモータ仕様）

引張る

リコイルスタータ

（リコイルスタータ仕様）

引張る

リコイルスタータ

（セルモータ仕様）
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※圧縮のある位置では、吸排気弁が閉じており、
湿気によるエンジン内部の発錆を防ぎます。

⑥プラグコード、プラグキャップは点火プラグ
に確実に差込んでください。

⑦燃料タンク・キャブレタ・燃料こし器の中の
燃料は抜取っておいてください。

５章　作業後の手入れについて

Ｃ(閉)

燃料コック

燃料抜きの要領燃料抜きの要領

燃料受け皿を用意して燃料をこぼさないように
してください。

②燃料こし器のカップを外し、燃料こし器の燃
料を抜きます。( Ｐ 57「５. 燃料こし器の掃除「５. 燃料こし器の掃除
のしかた」のしかた」参照 )

①燃料コックを「Ｃ (閉 )」「Ｃ (閉 )」にします。

③燃料こし器の下に燃料受けを置き、燃料コッ
クを「Ｏ ( 開 )」「Ｏ ( 開 )」にし、燃料タンク内の燃料を
全て抜きます。

④燃料コックを「Ｃ (閉 )」「Ｃ ( 閉 )」にし、カップを元の
位置に取付けてください。

エンジン以外の手入れエンジン以外の手入れ

①乾燥した風通しの良い所で、クローラの下に
板を敷いてください。荷台は、降ろした状態
にしてください。

②外部の錆びやすい部分に、防錆油または、エ
ンジンオイル・グリスを塗ってください。

③走行クラッチレバーはＶベルトの変形を防止
するため、「切」「切」位置にしてください。

●ガソリンは１ヶ月以上放置すると「気化」「気化」・「酸「酸
化」化」してエンジンの始動不良や運転不調をひ
きおこします。機械を保管する場合は、必ず
①～⑥の要領で燃料タンク・燃料こし器・キャ
ブレタ内のガソリンを抜いてください。

⑤キャブレタ内の燃料は、キャブレタ下部の燃
料ドレンをゆるめて抜取ってください。

　（燃料が出てこなくなるまで、燃料をこぼさな
いように容器に受けてください）

［重要］

燃料コック

Ｏ（開 )

カップ

※燃料ドレンをゆるめて抜取ります。

⑥燃料抜取り後は、燃料ドレンを確実に締めて
ください。

燃料ドレン
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●燃料補給時は、くわえタバコや裸火照明は、
絶対にしないでください。

●エンジンの回転中や、エンジンが熱い間は、
絶対に注油・給油はしないでください。

●荷台を上げて点検、整備をするときは、必ず
荷台落下防止金具をセットしてから行ってく
ださい。

●点検、整備は交通の危険がなく、本機が倒れ
たり動いたりしない平坦な安定した場所で、
クローラに車止めをして行ってください。守
らないと、転倒などの事故をおこすおそれが
あります。

●１年毎に定期点検、整備を受け、各部の保守
をしてください。特に燃料ホースは２年毎に
交換し、電気配線は毎年点検してください。
守らないと、整備不良による事故や機械の故
障をまねくおそれがあります。

●点検、整備、修理をするときは、必ずエンジ
ンを停止してください。守らないと思わぬけ
がを負うおそれがあります。また、高温部が
冷えてから行ってください。火傷をするおそ
れがあります。

●点検、整備などで取外したカバー類は、必ず
取付けてから作動確認をしてください。衣類
などが巻込まれて危険です。

●部品の交換、および草・わらくずなどのゴミ
を取るときは、エンジンが十分に冷えてから
行ってください。

定期点検や整備は、農閑期に行いますと農繁期
に機械の性能が十分に発揮され、安全で快適な
作業が行えます。機械の整備不良による事故を
未然に防止するために、１年毎にＪＡで定期点
検、整備を受け、各部の安全を確認してください。
特に燃料ホースやゴムホース類は２年毎に交換
し、電気配線は毎年点検するようにして、常に
機械を最良の状態で安心して作業が行えるよう
にしてください。

手入れと点検・調整について手入れと点検・調整について６章
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点検・調整箇所 規定量 内容 点検・交換時期
参照

ページ

エンジンオイル ０．５５L

４サイクルガソリンエンジン用オイル

ＳＥ級以上

ＳＡＥ 10 Ｗ - ３０番

交換

作業前点検 

１回目：２５時間目

２回目以降：

        ５０時間毎

５５

走行ミッション

オイル
０．８L

ギヤオイル９０番

交換

１回目：５０時間目

２回目以降：

      １００時間毎

５６

油圧オイル

(油圧式ダンプ、

 油圧式リフト or

ダンプ荷台仕様)

目盛り６００位置

油圧作動油

ISO  ＶＧ ４６

補給、交換

１回目：２０時間目

２回目以降：

        ５０時間毎 

５６

エアクリーナ 灯油で洗浄または交換 作業前点検 ５７

燃料こし器 洗浄 ５０時間毎 ５７

キャブレタ 燃料のもれ・にじみの点検 作業前点検 ５８

燃料ホース 交換、結合部の点検 ２年毎 ５８

電気配線 被覆のはがれや傷を点検 毎年点検 ５８

点火プラグ ０.７㎜ 清掃・電極すきまの調整 ５０時間毎 ５９

クローラ １０～１５㎜ たわみ量の調整

作業前に確認

６１

サイドクラッチ

レバー
旋回できるか確認 ６２

駐車ブレーキ

レバー
２０㎜ 遊び量 ６２

走行クラッチ

レバー
ベルトがスリップしていないか確認 ６３

トラックローラ

取付ボルト
増締め ６４

エンジン取付

ボルト
増締め ６４

手入れと点検・調整について

１.定期点検一覧表１.定期点検一覧表
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荷台六角支点

２. 各部の注油・グリスアップのしかた２.各部の注油・グリスアップのしかた

●記載されている以外にも、摩擦部や摺動部には必ず注油・グリスアップをしてください。作動不良をまね
いて物損・傷害をおこすおそれがあります。

●定期的に油さし・グリスポンプで確実に注油・グリスアップをしてください。

<凡例 >　　　注油位置　　   　　　　グリスアップ位置

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について

レバー支点ダンプ支点

(油圧式ダンプ荷台仕様)

油圧式リフト or ダンプ荷台仕様

リフト支点

イコライザー・トラックローラ
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ドレンプラグ

給油口

上限上限

下限下限

検油ゲージ

６章　手入れと点検・調整について

３.各部オイルの点検・３.各部オイルの点検・
交換のしかた交換のしかた

古くなったオイルは、機械の性能を落とすだけ
でなく、故障の原因にもなります。定期的に古
いオイルを抜取り、新しいオイルを規定量給油
してください。

エンジンオイルエンジンオイル

点検

機械を水平な場所に置きます。給油口の蓋を外
して、検油ゲージの先端をきれいにふき、ねじ
込まない状態で差込み、再び抜いて検油ゲージ
の「上限」「上限」と「下限」「下限」の間にオイルがあるか調
べます。

ドレンプラグを外し、給油口の蓋をエンジンオ
イルが噴き出さないように、少しずつ加減をし
ながらゆるめ、汚れたオイルを流し出し、こぼ
さないように容器に受けてください。給油は、
給油口より検油ゲージの規定量まで入れてくだ
さい。

●オイルの量はエンジンを停止して調べてくだ
さい。

※エンジンが温かいうちに抜くと容易に抜くこ
とができます。

交換

●オイル交換で出た廃油は、絶対に河川や下水
道などに流さないでください。河川や下水道
に捨てたり放置しておくと、環境汚染につな
がります。廃油の処分は、ＪＡに相談してく
ださい。

●給油するときは、本機を必ず水平にして行っ
てください。

●給油をするオイルは、必ず規定のオイルを使
用してください。

●オイルの点検・交換作業後はドレンプラグや
給油口の蓋を確実に締付けてください。

●エンジンオイルを抜くときに、給油口の蓋を
外すとエンジンオイルが噴き出し衣服などを
汚すおそれがあります。

［重要］ ［重要］

●エンジンが熱いうちは行わないでください。
熱いオイルが体にかかると火傷をするおそれ
があります。
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油圧オイル油圧オイル

［油圧式ダンプ荷台、
油圧式リフト or ダンプ荷台仕様］

点検

油もれのないことを確認してください。荷台を
最下位置にして油圧パッケージのオイルタンク
の目盛６００位置より少なければ補充してくだ
さい。

交換

油圧パッケージのオイルタンクを外して、汚れ
たオイルを流し出します。給油は、目盛６００
位置まで入れてください。

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について

走行ミッションオイル走行ミッションオイル

点検

油もれのないことを調べてください。

交換

走行ミッションケース下部にあるドレンプラグ
を外して、汚れたオイルを流し出し、こぼさな
いように容器に受けてください。給油は、規定
量（0.8L）入れてください。

ドレンプラグ

走行ミッションケース

走行ミッションケース 給油口

●廃油受け皿に排出したオイル内に鉄粉などが
混入している場合は、ギヤの磨耗などミッショ
ンの破損の前兆であり、走行ミッションの分
解チェックを要します。お買上げいただいた
ＪＡにご相談ください。

［重要］

目盛 600位置

オイルタンク 給油口
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６章　手入れと点検・調整について

燃料コック

カップ

ネット

パッキン

四角部

②中のエレメントを取外して、灯油で洗ってエ
ンジンオイルに浸します。

４.エアクリーナの掃除・４.エアクリーナの掃除・
交換のしかた交換のしかた

５.燃料こし器の掃除５.燃料こし器の掃除
のしかたのしかた

エアクリーナは、いつもエンジンを快適にする
装置です。汚れたまま使用しますと、エンジン
の出力低下や故障の原因になります。

①エアクリーナのカバーを取外します。

③エレメントを硬くしぼって取付け、カバーを
元通りに確実に取付けてください。

●エアクリーナのカバーを外したまま始動をし
ないでください。守らないと逆火により、火
災が発生するおそれがあります。

●ゴミや水の混入が多い場合は、燃料を抜取り、
新しい燃料と交換してください。

［重要］

●燃料コックが「Ｏ ( 開 )｣「Ｏ ( 開 )｣ になったままで燃
料こし器のカップを外しますと、燃料タンク
内の燃料が流れ出ます。万一、引火した場合、
火災のおそれがありますので、必ず、燃料コッ
クを「Ｃ (閉 )｣「Ｃ (閉 )｣ にしてください。

①燃料コックを「Ｃ (閉 )」「Ｃ (閉 )」にします。

②カップ下部の四角部を 10 ㎜のスパナなどでゆ
るめて外します。

③カップのゴミや水を取除き、ネットの目詰ま
りを掃除します。

④カップを元に戻して確実に取付けます。

燃料の中に入ったゴミや水が、燃料こし器のカッ
プに沈殿したときは、カップを外してゴミや水
を抜取ってください。

エアクリーナ

燃料コック

Ｃ(閉)Ｃ(閉)

ゆるむゆるむ

カップ

四角部

エレメント

カバー

クリーナケース
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６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について

７.燃料ホース・電気配線７.燃料ホース・電気配線
の点検のしかたの点検のしかた

●燃料ホースの老化や傷による燃料もれがある
と、火災の原因になります。作業前後に点検し、
もれがあれば交換してください。

燃料ホースの傷や接続部の締付けバンドのゆる
み、燃料もれがないか確認してください。また、
電気配線コードが他の部品に接触していないか
点検します。燃料ホースや電気配線コードが傷
んでいる場合は、ＪＡで修理してください。
燃料ホースは傷んでいなくても２年毎に交換す
るようにしてください。
電気配線は１年毎に定期点検を受けてください。

●配線コードに付着しているわらくずやゴミは、
作業前後にきれいに取除いてください。守ら
ないと、火災の原因となることがあります。

燃料ホース

６. キャブレタの点検６.キャブレタの点検
のしかたのしかた

キャブレタに燃料もれ・にじみがあった場合は、
お買上げいただいたＪＡで点検を受けてくださ
い。

●燃料ホース、ゴムパッキンなどは長年の保管
により劣化します。ご使用のない場合も、使
用前には必ず点検をしてください。

［重要］

キャブレタ
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６章　手入れと点検・調整について

●エンジンが熱いうちに点火プラグを外さない
でください。火傷のおそれがありますので、
エンジンが冷えてから行ってください。

①定期的に点火プラグを取外し、電極部の焼け
具合、損耗程度を点検し、ワイヤブラシで清
掃します。

●電極部の清掃、電極すきまの調整をしてもま
だエンジンのかかりが悪い場合は、お買上げ
いただいたＪＡで点検を受けてください。

●電極部が損耗または、破損したものは新品と
交換してください。そのまま使用するとエン
ジンの不調、燃料のムダ使い、排ガス不良と
なります。

●プラグコード・プラグキャップは点火プラグ
に確実に差込んでください。

②電極部のすきまは 0.7 ㎜に調整してください。

［重要］

※始動不良、運転中の失火は点火プラグの電極
すきまが大きすぎても少なすぎても、点火プ
ラグが汚れたときにもおこります。

８. 点火プラグの８.点火プラグの
点検のしかた点検のしかた

すきま0.7㎜

点火プラグ
電極部

プラグコード

プラグキャップ 点火プラグ

９. バッテリパックの９.バッテリパックの
交換のしかた交換のしかた

●バッテリパックを火中に投下したり、火気に
近づけたり、加熱、また高温状態で放置した
りすると発熱、発火、破裂することがあります。

●バッテリパックの充電は、指定以外の方法で
充電しないでください。発熱、発火、破裂の
原因となります。

●バッテリパックは、エンジン始動用です。指
定以外の用途に使用すると発熱、発火、破裂
の原因となります。

●バッテリパックを分解したり、改造したり、
強い衝撃を与えないでください。発熱、発火、
破裂の原因となります。バッテリパックに衝
撃を与えたり、外観に明らかな変形や破損が
見られる場合は、使用をやめてください。

●バッテリパックから漏液したり、異臭がする
ときは、直ちに火気より遠ざけてください。
漏れた液に引火し、発火、破裂の原因となり
ます。

●工具などでショートやスパークをさせないで
ください。ガソリンやオイルに引火し爆発や
火災の原因になります。

●バッテリパックを水などの液体で濡らさない
でください。感電やショートによる火災の原
因になります。

●バッテリパックの端子部分にピンや針金など
の金属物をさしこまないでください。感電や
ショートによる火災などの原因になります。

●バッテリパックから漏れた液が目に入ったり、
皮膚についたときは、炎症を防ぐためにこすっ
たりせず、すぐにきれいな水で洗い流し、医
師に相談してください。衣服に付いた場合は、
すぐに脱いでください。

●乳幼児の手の届く場所に保管しないでくださ
い。思わぬ事故やけがの原因になります。

［セルモータ仕様］
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●十分な運転による充電を行っても始動回数が
少なくなった場合は寿命です。（バッテリの寿
命は使用・保管などの状態により変化します。）

●寿命、もしくは保護機能が作動したバッテリ
パックは交換が必要です。

バッテリパックの交換

［重要］

①バッテリカバーをボルトをゆるめて取外しま
す。

②カプラーを外し、バッテリパックの－側のコー
ドを取外し、次に＋側のコードを取外し、そ
の他のボルトを外してバッテリパックを取出
します。

バッテリパック

－端子

ボルト

カプラー＋

バッテリパック仕様

定格電圧 ＤＣ１２．８Ｖ

定格容量 １．０Ａｈ

温度範囲 ０～６０℃

バッテリパックの廃棄

※リチウムイオンバッテリは回収、再資源化が
義務付けられています。バッテリパックを家
庭用ごみとして処分しないでください。廃棄
するときは、お買上げいただいたＪＡにご相
談ください。

③新しいバッテリパックを取付けるときは、取
外しの逆の手順で行ってください。

●バッテリパックの交換は、必ず規定のバッテ
リパックを使用してください。

［重要］

④取付が終ったら、エンジンを始動し、充電を
行ってください。

ボルト

バッテリカバー

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について
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６章　手入れと点検・調整について

10. クローラの張り調整10. クローラの張り調整
のしかたのしかた

●テンションボルトの締込みは、左右均等に行っ
てください。調整後は、必ずロックボルトを
締込んでください。守らないと、クローラが
外れたりして、思わぬ事故の原因となります。

①クローラがゆるんだときは、ジャッキなどで
機体を持上げてから安全ブロックなどで降下
しないように固定します。

ジャッキアップ位置（後側）

ジャッキアップ位置（前側）

ロックボルト

アイドラー テンションボルト

③調整後は、ロックナットを確実に締付けてア
イドラーを固定してください。

②ロックボルトをゆるめ、テンションボルトを
締込んでクローラを張ります。このときのた
わみ量が 10 ～ 15mm 程度にしてください。

イコライザー

アイドラー トラックローラ

たわみ量
10 ～ 15mm
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駐車ブレーキアジャストネジ

アジャストナット

サイドクラッチレバー

旋回旋回旋回旋回

11. サイドクラッチレバー11. サイドクラッチレバー
の点検のしかたの点検のしかた

確実にサイドクラッチレバーが「入 ｣「入 ｣・「旋回 ｣「旋回 ｣
ができるか確認してください。もし、不具合が
ありましたら、お買上げいただいたＪＡで点検、
調整を受けてください。

12. 駐車ブレーキレバーの12. 駐車ブレーキレバーの
点検のしかた点検のしかた

●ブレーキの効きが悪かったり、ブレーキが効
いたままにならないように点検してください。
守らないと、事故をおこすおそれがあります。

駐車ブレーキレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位置にした
ときのレバーの遊び量 (20 ㎜ ) を確認してくだ
さい。もし、規定の遊び量でないときは、２本
の駐車ブレーキレバーアジャストネジで調整し
ます。調整については、ＪＡにご依頼ください。

駐車ブレーキレバー

ブレーキブレーキ

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について

-71-



63

走行クラッチレバーが「入」「入」、「切 ｣「切 ｣ が確実にお
こなわれ、しかも「切 ｣「切 ｣ 位置でベルトのつれ回
りがないか点検してください。もし、ベルトが
スリップしたり、つれ回りが発生した場合は、
走行クラッチレバーアジャストネジで調整しま
す。走行クラッチレバーを「入」「入」位置にすると
きに、本機が動き始める位置を 30 ㎜～ 40 ㎜に
調整してください。調整については、ＪＡにご
依頼ください。

13. 走行クラッチレバー13. 走行クラッチレバー
の点検のしかたの点検のしかた

アジャストナット

走行クラッチレバーアジャストネジ

30 ㎜～ 40 ㎜

入入

切切

走行クラッチレバー

６章　手入れと点検・調整について

14. オプションについて14. オプションについて

土埃の立つ場所でのご使用の際は、排気の巻き
上げによるエンジン早期損傷防止のため、オプ
ションの横方向への排気管との交換をお勧めし
ます。

オプション排気管

オプション名 排気管２Ａｓｓｙ

部品番号 ７Ｎ３５４７－１１０００
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エンジン取付ボルト

トラックローラ取付ナット

イコライザー取付ボルトロックボルトアイドラー取付ナット

15. 締付けするところ15. 締付けするところ

※エンジン取付ナットは前後に合計４ヶ所、トラックローラ・イコライザー取付ボルトは、左右にそれぞれ
あります。

※この他のボルト、ナットも時々点検し、増締めしてください。

６章　手入れと点検・調整について６章　手入れと点検・調整について

(油圧式リフトorダンプ荷台仕様)

リフト支点ボルト
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不調診断不調診断

この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

燃料が切れていませんか。 燃料の補給をしてください。 ３１

購入後１ヶ月以上経過した燃料
を使用していませんか。

燃料タンク・キャブレタ内の燃料を抜き、新しい
燃料を補給してください。

５１

エンジンの始動手順が間違って
いませんか。

正しい始動手順でエンジンを掛けてください。 ３１

走行クラッチレバーを「入 ｣「入 ｣ 位
置にしていませんか。

走行クラッチレバーを完全に「駐車ブレーキ ｣「駐車ブレーキ ｣ 位
置にしてから、リコイルスタータ仕様は、エンジ
ンストップスイッチを「運転」「運転」位置に回し、セルモー
タ仕様はキースイッチを「ＳＴＡＲＴ」「ＳＴＡＲＴ」位置に回
してください。

３２

エンジンストップスイッチが「停「停
止 ｣止 ｣位置になっていませんか。

エンジンストップスイッチを「運転」「運転」位置に回し
てください。

３２

燃料に水が入っていませんか。
燃料こし器に水が溜まっていれば、燃料こし器を
外して水抜きをしてください。

５７

バッテリパックの充電容量が少
なくなっていませんか。

(セルモータ仕様）

リコイルスタータでエンジンを始動し、運転によっ
て充電してください。

３４

バッテリパックの保護機能が働
いていませんか。

(セルモータ仕様）
新しいバッテリパックと交換してください。 ３３・５９

点火プラグが悪くなっていませ
んか。

点火プラグを外し、乾いた布などで良く乾燥させ
てください。

５９

点火プラグの電極部を清掃し、電極すきまを調整
してください。それでもかからない場合は、ＪＡ
に相談してください。

５９

１. エンジンがかからない１.エンジンがかからない

●機械の調子が悪いときは、必ずエンジンを停止させ、走行クラッチレバーを「切」「切」位置にし、駐車ブレー
キレバーを「ブレーキ ｣「ブレーキ ｣ 位置にしてから診断してください。守らないと、回転物にはさまれて傷害事故の
原因になります。

下記の処置をしても改善されないときは、最寄のＪＡに連絡してください。

７章
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この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

エアクリーナにゴミが詰まって
いませんか。

エレメントを取外し、灯油で洗い、オイルに浸し
硬くしぼって取付けてください。

５７

エンジンオイルが少なくなって
いませんか。

エンジンオイルを補給してください。また、オイ
ルが古くなっている場合は、新しいオイルと交換
してください。

５５

積荷が重すぎませんか。 坂道では特に積荷を軽くしてください。 ４０

ベルトがスリップしたり、張り
すぎていませんか。

必ずＪＡで点検・調整を受けてください。 ６３

エンジンの回転は上がりますか。
アクセルレバーの取付位置や、アクセルワイヤの
セット位置が動いていたら、必ずＪＡで点検・調
整を受けてください。

エンジンの圧縮がないのではあ
りませんか。

ピストンリングなどの磨耗も考えられますので、
ＪＡに相談してください。

２.エンジンの力がない２.エンジンの力がない

この確認をしてください。 処　　置 参照ページ

エンジンが振れるのではありま
せんか。

エンジン取付ボルトを強く締付けてください。 ６４

３. 各部に振動が多い３.各部に振動が多い

７章　不調診断７章　不調診断
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サイドクラッチレバー　　　旋回するための操作レバー。

さ　　　行

走行ミッション　　　　　　変速と減速を行う歯車装置。

トラックローラ　　　　　　転輪とも呼ばれ、クローラを支えることを目的とした装置

た　　　行

リコイルスタータ　　　　　手動式でエンジンを始動させる装置。

ら　　　行

イコライザー　　　　　　　走行面の凸凹による衝撃を緩和する装置。

アイドラー　　　　　　　　遊動輪とも呼ばれ、クローラの張りを調整するトラックローラ。

あ　　　行

イグニッションコイル　　　内燃機関の点火装置で高電圧を発生させるための誘導コイル。

あおり　　　　　　　　　　荷物のはみ出しを防止する目的で荷台に取付けられた側板。

クローラ　　　　　　　　　走行用ゴム履帯。

グリスアップ　　　　　　　グリスポンプでグリスニップルにグリスを注入すること。

か　　　行

用語解説用語解説８章
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１. 主要諸元　１.主要諸元　（リコイルスタータ仕様）

●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

その他その他９章

販　　売　　型　　式　　名 ＥＣ１３０Ｈ－Ｘ ＥＣ１３０Ｄ－Ｘ ＥＣ１３０ＬＤ－Ｘ

機
体
寸
法

全　　　　　　長　(mm) ２１１０（荷台先端～ハンドル後端）

全　　　　　　幅　(mm) １０８０（荷台外側～外側）

全　　　　　　高　(mm) １０５５（サイドクラッチレバー上端）

機　　体　　質　　量　(㎏ ) ３３５ ３５５ ３９０

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

型　　　　式　　　　名 ＧＢ１８１ＬＮ

種　　　　　　　　 類 空冷４サイクル　１シリンダー　ガソリン

最 大 出 力　{kW(ps)} ４. ６( ６. ３)

定格出力 /回転速度
{kW(ps)/rpm}

３. ４（４.７)/ １８００

総 排 気 量 {L( ㏄ )} ０. １８１（１８１)

始　　動　　方　　式 リコイルスタータ式

燃料 / タンク容量 (L) 自動車用無鉛ガソリン /３.６

伝

動

・

走

行

部

変 　 速 　 段 　 数 前進４段　後進２段

走行
速度

(㎞ /h)

前進

１速 １．７(主変速「前進１｣・副変速「低 ｣)

２速 ２．６(主変速「前進２｣・副変速「低 ｣)

３速 ３．７(主変速「前進１｣・副変速「高 ｣)

４速 ５．６(主変速「前進２｣・副変速「高 ｣)

後進
１速 １．６(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「低 ｣)

２速 ３．５(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「高 ｣)

ク ロ ー ラ 幅　(mm) ２００

ト　 レ　ッ　 ド　(mm) ６４０

接  地  長　(mm) ９３５

ブレーキ型式/取付位置 内部拡張式 /ミッションブレーキ軸

荷
　

台

寸　法 (㎜ )

長さ １３００

幅 ９５０

高さ ２００

最 大 作 業 能 力 　(㎏) ６００

荷　　台　　形　　式 手動式 油圧式
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●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

販　　売　　型　　式　　名 ＥＣ１５０Ｈ－Ｘ ＥＣ１５０Ｄ－Ｘ ＥＣ１５０ＬＤ－Ｘ

機
体
寸
法

全　　　　　　長　(mm) ２２８５（荷台先端～ハンドル後端）

全　　　　　　幅　(mm) １１７０（荷台外側～外側）

全　　　　　　高　(mm) １０５５（サイドクラッチレバー上端）

機　　体　　質　　量　( ㎏ ) ３５０ ３７０ ４０５

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

型　　　　 式　　　　 名 ＧＢ１８１ＬＮ

種　　　　　　　　 類 空冷４サイクル　１シリンダー　ガソリン

最 大 出 力　{kW(ps)} ４. ６( ６. ３)

定格出力 /回転速度
{kW( ps)/rpm}

３. ４（４.７)/ １８００

総 排 気 量　{L( ㏄)} ０. １８１（１８１)

始　　動　　方　　式 リコイルスタータ式

燃料 / タンク容量 (L) 自動車用無鉛ガソリン /３.６

伝

動

・

走

行

部

変 　 速 　 段 　 数 前進４段　後進２段

走行
速度

(㎞ /h)

前進

１速 １．７(主変速「前進１｣・副変速「低 ｣)

２速 ２．６(主変速「前進２｣・副変速「低 ｣)

３速 ３．７(主変速「前進１｣・副変速「高 ｣)

４速 ５．６(主変速「前進２｣・副変速「高 ｣)

後進
１速 １．６(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「低 ｣)

２速 ３．５(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「高 ｣)

ク ロ ー ラ 幅　(mm) ２００

ト　 レ　ッ　 ド　(mm) ６４０

接  地  長　(mm) ９３５

ブレーキ型式/取付位置 内部拡張式 /ミッションブレーキ軸

荷
　

台

寸　法 (㎜ )

長さ １４８０

幅 １０４０

高さ ２００

最 大 作 業 能 力 　(㎏) ６００

荷　　台　　形　　式 手動式 油圧式

（リコイルスタータ仕様）
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（セルモータ仕様）

販　　売　　型　　式　　名 ＥＣ１３０Ｈ－ＬＢＸ ＥＣ１３０Ｄ－ＬＢＸ ＥＣ１３０ＬＤ－ＬＢＸ

機
体
寸
法

全　　　　　　長　(mm) ２１１０（荷台先端～ハンドル後端）

全　　　　　　幅　(mm) １０８０（荷台外側～外側）

全　　　　　　高　(mm) １０５５（サイドクラッチレバー上端）

機　　体　　質　　量　(㎏ ) ３４０ ３６０ ３９５

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

型　　　　式　　　　名 ＧＢ１８１ＬＬ

種　　　　　　　　 類 空冷４サイクル　１シリンダー　ガソリン

最 大 出 力　{kW(ps)} ４. ６( ６. ３)

定格出力 /回転速度
{kW(ps)/rpm}

３. ４（４.７)/ １８００

総 排 気 量 {L( ㏄ )} ０. １８１（１８１)

始　　動　　方　　式 セルモータ式 (リコイルスタータ式 )

燃料 / タンク容量 (L) 自動車用無鉛ガソリン /３.６

伝

動

・

走

行

部

変 　 速 　 段 　 数 前進４段　後進２段

走行
速度

(㎞ /h)

前進

１速 １．７(主変速「前進１｣・副変速「低 ｣)

２速 ２．６(主変速「前進２｣・副変速「低 ｣)

３速 ３．７(主変速「前進１｣・副変速「高 ｣)

４速 ５．６(主変速「前進２｣・副変速「高 ｣)

後進
１速 １．６(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「低 ｣)

２速 ３．５(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「高 ｣)

ク ロ ー ラ 幅　(mm) ２００

ト　 レ　ッ　 ド　(mm) ６４０

接  地  長　(mm) ９３５

ブレーキ型式/取付位置 内部拡張式 /ミッションブレーキ軸

荷
　

台

寸　法 (㎜ )

長さ １３００

幅 ９５０

高さ ２００

最 大 作 業 能 力 　(㎏) ６００

荷　　台　　形　　式 手動式 油圧式

●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

９章　その他９章　その他
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販　　売　　型　　式　　名 ＥＣ１５０Ｈ－ＬＢＸ ＥＣ１５０Ｄ－ＬＢＸ ＥＣ１５０ＬＤ－ＬＢＸ

機
体
寸
法

全　　　　　　長　(mm) ２２８５（荷台先端～ハンドル後端）

全　　　　　　幅　(mm) １１７０（荷台外側～外側）

全　　　　　　高　(mm) １０５５（サイドクラッチレバー上端）

機　　体　　質　　量　( ㎏ ) ３５５ ３７５ ４１０

エ
　
ン
　
ジ
　
ン

型　　　　 式　　　　 名 ＧＢ１８１ＬＬ

種　　　　　　　　 類 空冷４サイクル　１シリンダー　ガソリン

最 大 出 力　{kW(ps)} ４. ６( ６. ３)

定格出力 /回転速度
{kW( ps)/rpm}

３. ４（４.７)/ １８００

総 排 気 量　{L( ㏄)} ０. １８１（１８１)

始　　動　　方　　式 セルモータ式 (リコイルスタータ式 )

燃料 / タンク容量 (L) 自動車用無鉛ガソリン /３.６

伝

動

・

走

行

部

変 　 速 　 段 　 数 前進４段　後進２段

走行
速度

(㎞ /h)

前進

１速 １．７(主変速「前進１｣・副変速「低 ｣)

２速 ２．６(主変速「前進２｣・副変速「低 ｣)

３速 ３．７(主変速「前進１｣・副変速「高 ｣)

４速 ５．６(主変速「前進２｣・副変速「高 ｣)

後進
１速 １．６(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「低 ｣)

２速 ３．５(主変速「後進Ｒ ｣・副変速「高 ｣)

ク ロ ー ラ 幅　(mm) ２００

ト　 レ　ッ　 ド　(mm) ６４０

接  地  長　(mm) ９３５

ブレーキ型式/取付位置 内部拡張式 /ミッションブレーキ軸

荷
　

台

寸　法 (㎜ )

長さ １４８０

幅 １０４０

高さ ２００

最 大 作 業 能 力 　(㎏) ６００

荷　　台　　形　　式 手動式 油圧式

●この仕様は改良などにより、予告なく変更することがあります。

９章　その他

（セルモータ仕様）
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NO. 品名 部品番号 備考

１ Ｖベルト（ＳＢ３５) ２５１２３－００３５０１ 高速走行用

２ Ｖベルト（ＳＢ３８) ２５１２３－００３８０１ 低速走行用

３ Ｖベルト（Ｂ２０） ２５１１３－００２０００
油圧用
油圧式ダンプ荷台仕様
油圧式リフト or ダンプ荷台仕様

４ アクセルワイヤ １Ｎ３５０３－５１１１０

５ チョークワイヤ １Ｎ１２７７－５１０１１

６ 荷台ロックワイヤ １Ｎ３５４５－５１０３０ 手動式ダンプ荷台仕様

７ ＰＰケーブル １Ｎ３５４５－４５０００ 油圧式リフト orダンプ荷台仕様

８ クローラ（２００×７２×４３) １Ｎ３５４５－３７０００ ２本　

９ 点火プラグ（ＮＧＫ -ＢＰ６ＨＳ ) ＫＥ４１０２２ＡＤ リコイルスタータ仕様

10 点火プラグ（ＮＧＫ－ＢＰＲ６ＨＳ ) ＫＥ４１０２２ＢＤ セルモータ仕様

11 エアクリーナエレメント ＫＡ０１１０８ＡＡ００３

12 バッテリパック ＫＥ９０４４３ＡＡ セルモータ仕様

13 ブレーキシューＡＳＹ ７Ｎ１１５０－２５０００

２. 主要消耗部品２.主要消耗部品

№ 品名 個数 部品番号 備考

１ ボックススパナ １ ＫＮ１２００４ＣＡ Ｌ＝１１０㎜

２ スクリュードライバ １ ＫＮ１３００１ＡＡ

３ 取扱説明書 １ １Ｎ３５４５－９５３１２

４ 保証書 １

付属品

９章　その他９章　その他
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●エンジン　ＧＢ１８１ＬＮ

電気回路図電気回路図1010章
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●エンジン　ＧＢ１８１ＬＬ

10 章　電気回路図10 章　電気回路図
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